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情報モラルを育てるためには 

 

子どもたちを取り巻く環境は、急速に、そして大きく変化しています。スマートフォンやタブレットが

身近な存在となり、インターネットを通じて多様な情報に触れることができる一方で、その扱い方次

第では、トラブルや健康面への影響を招くことも懸念されています。こうした時代だからこそ、「情報

モラル」の育成は、学校・家庭・地域が連携して取り組むべき重要な課題となっています。 

学習指導要領では、「情報活用能力」を「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けています。こ

の情報活用能力の重要な要素である情報モラルとは、「情報を正しく、安全に、そして責任をもって

活用する力」のことです。単に危険を避けるための知識だけではなく、相手を思いやる心や、自分自

身を律する力も含まれます。 

もしかすると、お子さんにも当てはまることかもしれませんが、課題となっているのが、スマートフォ

ンやゲーム、動画視聴などの「使い過ぎ」です。長時間の利用は、睡眠不足や集中力の低下、視力

の低下など、子どもたちの健やかな成長に影響を及ぼす可能性があります。さらに、「やめたいのに、

やめられない」という状態に陥ることもあります。 

こうした状況を踏まえ、単に「使ってはいけない」と制限するのではなく、「どのようにすれば適切

に使えるか」を、子どもたち自身が納得しながら共に考えていくことが大切であると考えています。 

ご家庭におかれましても、次のような取組を進めていただければ幸いです。 

・使用時間や使用場所など、家庭での習慣（ルーティン）を見直す。 

・トラブルや心配事があった際に、すぐに家族に相談できる関係を築いておく。 

子どもたちは、成長とともに、学びの場でも生活の場でも、情報機器を使用する機会が広がって

いきます。そのため、「使わない」ことを続けるのは現実的ではありません。情報機器は、正しく活用

すれば学びを広げ、未来の可能性を大きく開くものです。その一方で、使い方を誤れば大きなリスク

も伴います。だからこそ、学校・家庭・地域が同じ方向を向き、子どもたちを支えていきましょう。 

 

 

【保護者・地域の皆様へのお願い】 
① 学習応援隊の募集について 

新井小学校では、子どもたちの学びを応援してくださるボランティアを随時募集しております。

今月号の学校だよりに合わせて学習応援隊募集のチラシも配布しておりますので、ご興味が

ある方は、ご応募をよろしくお願いいたします。 

② チーム担任制について 

横浜市では「１クラス１担任」を基本としながら、授業以外の学級担任業務を分担するチーム

担任制を実施しております。新井小学校では、今年度は、個別支援級で実施しております。 
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